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【評価解析PFマネジメントGrの役割】

⚫ NEDO事業の材料研究テーマが開発した材料を共通のプロトコルで評価し、目標の達成に向けた改良方針をフィードバック

⚫ 共通基盤となる新しい計測解析・予測技術を開発し、産業界・アカデミアへ普及・活用

⚫ PFのサービスを広く提供することで、燃料電池に縁が薄かった材料研究者を掘り起しPEFC研究開発への新規参画を促進

電気化学的

特性測定Gr

材料研究グループ

METI水素・燃料電池戦略/ NEDO事業

マテリアルズ・

インフォマティクスGr

材料分析/解析Gr

シミュレーションGr

マネジメントGr
P/F全体統括

産業界・実証

開発効率
ニーズ現象可視化

・予測技術

改良方針
材料提案

高性能材料

評価解析プラットフォーム

PEFC評価解析プラットフォーム『FC-Platform』の目的と役割



3/18スキームとアウトプット

高度現象解析
（オペランド測定等）

電気化学的計測
モデルバリデーション

性能・寿命予測
RWD検証

物理モデル化
シミュレーション

材料分析/解析Gr

電気化学的
特性測定Gr

マネジメントGr

シミュレーションGr

【WP２】 モデル駆動型アプローチ
（基盤技術開発に貢献）

現象可視化 現象予測

評価プロトコル
/ ハードウェア
共通化

電気化学的
特性測定Gr

【WP3】
評価共通化

機械学習
（材料改良指針）

精密分析
（材料物性・構造）

電気化学計測
（材料性能・耐久）

材料改良
指針提示

マネジメントGr

材料分析/解析Gr

マテリアルズ・
インフォマティクスGr

電気化学的
特性測定Gr

【WP1】 データ駆動型アプローチ
（材料開発研究に貢献）

材料解析支援 材料ｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ
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FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

Go/NoGo▼ Go/NoGo▼

WP1:
データ駆動材料設計

WP2：
モデル駆動材料設計

WP3：
評価共通化

スタックシミュレータ（性能・寿命予測）

MBD（劣化モデル実装、多用途対応） 統合

標準評価セル・プロトコル 追加・アップデート

ASTｓ

高度化現象解析（MEA・プロセス）

検証

新材料設計のMI（手法開発）

研究材料のMI（改良方針FB）

外挿MI

専用DB

実装

モデリング 革新材料設計

全体計画
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1． 材料研究の事業者（大学・研究機関）に役に立っていると評価頂く

設問 4段階評価

設問１ 評価解析プラットフォームが開設されたことにより、PEFC業界全体の研究開発のレベルの向上に寄与した。 3.8

設問２ 材料評価グループの構成は適切であった。 3.6

設問３ 各材料評価グループの役割・活用方法を明確に理解できた。 3.5

設問４ MIRAIの燃料電池解析の結果報告は、貴事業の研究開発の役に立った。またこれから役に立つと思う。 3.9

設問５ 契約変更後（2022年7月以降）も評価解析プラットフォームを活用したい。 4.0 

要点・総評
基本的には高評価。プラットフォームの存在意義に対し好意的な意見が数件あり。プラットフォームの役割を説明するホームページの
開設要望や、MIグループへの要望が上がっている。
一方、MIRAI解析の結果で懐疑的な結果があるとの指摘、利用実績無しの事業者も存在。

評価解析PFの有効性アンケート結果 by NEDO （対象: 全材料研究テーマ）

３． いろいろな日本初、世界初の技術が見出されている

２． MIRAI解析が参考になると注目集める

OEMも分かっていない新しい知見が得られている

評価解析PFの研究貢献度94%の高評価

進捗と成果



6/18成果を“使ってもらう”ためのサブプラットフォーム

① システムSim.のサブPF＠シミュレーションGr

② 評価標準化のサブPF＠電気化学Gr

③ MI・自律自動実験のサブPF＠マテインフォGr

標準評価ハードウェア

Y. Iwasaki et al. Commun. Mater. 2, 31 (2021).

標準評価プロトコル
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④

モノづくりのPF

③

人材交流のPF

コミュニティ

コミュニティ

技術

サブPF

技術

②

課題共有のPF

マネジメントGr/ 水素・FCのプラットフォーマ―
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②

課題共有のPF

コミュニティ

マネジメントGr/ 水素・FCのプラットフォーマ―
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（共催）

直近は7/13（水）に開催

 シンポジウム通じて具体的な課題共有ができるようになった

 ‘２０年9月から延べ８回開催し、最近では2000アクセス以上

（後援）

② 課題共有のPF/ オープンシンポジウム

山梨県知事 長崎様のメッセージ
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カーボンニュートラル人材の育成に関して意見交換

産官学意見交換会（シンポジウム会場で併催）

• 文科省、環境省も参加

• 関連企業にもオブザーバ
として参加

② 課題共有のPF/ オープンシンポジウム
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③

人材交流のPF

コミュニティ

マネジメントGr/ 水素・FCのプラットフォーマ―



12/18③ 人材交流のPF/ ワークショップ

第3回は9/15（木）にマテインフォ（MI）をテーマに開催予定

電解質膜/触媒/GDL・流路 それぞれでコース討議

システムSim．（MBD）の解説＆オンサイトトレーニング

【第1回（3/３１）】 FC要素
参加者173名： 来場（６４）、Web（109）

【第2回（6/13）】システムSim．
参加者160名： 来場（３2）、Web（1２8）
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米欧HDトラックコンソとの国際連携

つくば地区研究機関・大学との交流会
＠NIMS 2021/10/14

高専3校（鶴岡、奈良、和歌山）の意見交換会
＠FC-Cubic 2022/5/25

https://millionmilefuelcelltruck.org/idwg

③ 人材交流のPF/ 国内研究者交流・海外コンソ連携
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④

モノづくりのPF

技術

マネジメントGr/ 水素・FCのプラットフォーマ―
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※ 設計中 【FC生産技術】
• 欧州では製品を意識した
プロジェクトが多数

• 日本は基礎研究がメイン

 各社シール開発の多大な開発リソーセスを縮減できればアドバンテージ

 各社共通の課題抽出し開発項目具体化 今年度事業化

国・地域 数値目標

米国 ＄30/kWnet(50万台/年)

欧州 €100/ kW(20万台/年)
CT＜0.6秒/セル

中国 ・MEA年産能力＞20万㎡＠2022年
・FCシステム量産技術：
1企業あたり10万基/年＠2030年

韓国 FCシステム70万基/年
＠2030年 by 現代

日本 20万台/年、CT＜0.5秒(仮)

④ モノづくりのPF/ 製品や製造を意識した新しい展開
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材料研究
（各大学・研究機関）

基盤研究
（評価解析PF）

革新FCプロジェクト
木崎PL、雨宮SPL（兼）

アカデミアWG
（大学中心） HDコンソーシアム

（国内各大学）

産業界WG
（メーカー中心）

ロードマップ委員
産学有識者

海外HDコンソ連携

事業
委託

電解質

触媒

ｶﾞｽ拡散

製品SWG
（産業界各社）

システムSWG

NEDOプロジェクト

技術ロードマップ改訂

オールスターFC

委嘱

委嘱 作戦FB

課題共有・仲間づくり

レク・勉強会

国研連携強化

シンポジウム/
ワークショップ

産業実装・技術利用

施策

検討

産業界コミュニティー

戦略

製品・製造

人材

技術

目標

マネジメントGrの活動概要図
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⚫ 評価解析PFによる材料解析支援を材料研究事業に役立てて頂けている。
（２２事業者/２８２試料の分析依頼に対応し、フィードバックした）

⚫ 評価ボトルネックの電気化学評価を今年度中に2.5ｘに強化。

⚫ アカデミアが入手困難な産業製品実装（SoA）材料解析を実施し、研究材料の
到達度を見える化した。 材料研究における“気づき”のきっかけにも貢献。
（トヨタ自動車、本田技術研究所から試料のご提供）

⚫ 基盤研究成果を広く利用して頂けるよう、サブPFを運用し好評頂いている。
（例： FC-DynaMoに企業1３社が強い関心を表明中）

⚫ 技術のPFに加えて、水素・FCに関する人材交流・情報交換の機会提供のため、
多様なPF（シンポジウム、ワークショップ）を設計し運用中。さらに増やしたい。

⚫ “仲間づくり“のために国内外の研究者やコンソーシアムと積極的に交流中。

まとめ
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ご清聴をありがとうございました

⚫ FC-Platformに関しては、H/Pに公開しています

⚫ 次回ワークショップやシンポジウム等の開催情報も更新しています

FC-Platform


